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１．概要（注：結論を含めて下さい）  

本研究では、バンド計算によって、特異なバンド分散をもつことが期待されている

分子性ハニカム格子の電子バンド構造についての実験的証拠を得ることを目的とし

て、Au（111）基板上にトリプチセン類縁体 Trip-Phz を蒸着し、角度分解光電子分光を

行った。膜厚依存を調べたところ、膜厚が増えるにしたがって真空準位のシフトが見

られ、膜厚が 1 層になったところで値は一定となった。マシンタイムの関係で、金基

板の清浄化が不十分であったため、価電子帯の光電子スペクトルは不鮮明であった。  

（English）  

To obtain the knowledge of the band structure of the molecular honeycomb lattice, 

which expects to have a characteristic band dispersion by the band calculation, we carried out 

the angle-resolved photoelectron spectroscopy measurement of the triptycene monola yer on 

gold (111) substrate.  A shift in the vacuum level was observed as the film thickness increased, 

and the value became constant when the film thickness became monolayer. Due to the 

limitation of machine time, since the cleaning of gold substrate was not sufficient, the 

photoelectron spectrum in the valence band was unclear.  

 

 

２．背景と目的  

分子性ハニカム格子のバンド構造は、その高い対称性を反映して、Dirac Coneといった特異なバン

ド分散をもつことが知られている。また、炭素同素体のグラフェンと違い、格子内に大きな空孔を

もつことから、ドーパントの侵入・脱離が容易なため、固体電気化学的なレドックス制御手法によ

って、バンドフィリングを制御することが可能である。近年、我々はC3対称性をもつ立体共役分子

であるトリプチセン誘導体のアニオンラジカル塩が、平面間の重なりによって、分子性ハニカム格

子を形成することを明らかにしている[1,2]。この結晶構造をもとにバンド計算を行ったところ、グ

ラフェン同様にDirac Coneを含むバンド構造のほか、グラフェンにはない、分散の全くないFlat Band

が含まれていた。このFlat Bandから強磁性および超伝導などのトポロジカル物性が発現することが

期待されるため、注目を浴びているが、このような全波数空間に広がるFlat Bandを観測した例は未

だ皆無である。フェナジン部位をもつトリプチセン誘導体Trip-Phz（図1）は、Au(111)上にハニカム

格子を自己集積的に形成することをSTMによって明らかにしている。本課題では、分子性ハニカム
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格子の特異な電子構造を明らかにすることを目的として、Au(111)上にTrip-Phz（図1）の単層膜を作

製し、その角度分解光電子分光測定（ARPES）および低速電子線回折（LEED）を行った。 

 

３．実験内容（試料、実験方法、解析方法の説明）  

実験はBL10光電子分光ステーションにて行った。まず金(111)単結晶の清浄化をArスパッタ及びア

ニーリングを繰り返すことで行った。基板結晶軸はSPA-LEED測定により確認した。その後、Trip-

Phz分子を真空環境下（< 3.0 × 10-7 Pa）において蒸着した。光電子分光の励起光は600 eVおよび40eV

の放射光を用いた。 

 

４．実験結果と考察  

時間の関係上 Au(111)の清浄化が不十分であり、不鮮明な LEED 像ではあったが、光電子分光にて

内殻準位を調べたところ、十分に清浄化されていることが確認できたため、トリプチセン分子を蒸着

した。膜厚が増えるに連れ、カットオフのシフトが見られ、１層ついたところでカットオフの値はほ

ぼ一定となった（図 2）。角度分解光電子分光にて価電子帯の電子状態を測定したが、顕著なピークは

確認できなかった。 

 

５．今後の課題  

Au(111)の清浄化を十分に行い、シャープな LEED像を得たのちに、Trip-Phz分子を蒸着し、その蒸

着量と電子構造の変化を調べる。 
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図 1．Trip-Phz分子がつくる分子性ハニカム格

子とバンド構造 

図 2．Au(111)上の Trip-Phz単層膜の 

（上）内殻準位，（下）真空準位 


